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第42期 中間報告書

株式会社ホロンを連結子会社化

健康診断データ自動収集システムによる健診のＩＴ化
　当社では、医療ICTへの取り組みとして、健康診断データ自動収集システムの開発、販売を行っています。データ自動収集システム
は、当社の開発した健康・健診データ収集アダプタを使用して、健診データを各医療機器から自動でパソコンに送信・蓄積します。
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　当社は、株式会社ホロンの株式をかねてより30.58％保有し、同社を持ち分法適用関連会社としておりましたが、平成30年6月に
実施した公開買付けにより所有割合を51.00％とし、連結子会社化いたしました。

　当社が創業以来、半導体製造装置関連事業として電子
ビーム露光装置向けD/A変換器（デジタル／アナログ変換
器）や電子銃の開発を行ってきた一方、ホロンは半導体の製
造工程の検査に用いる走査型電子顕微鏡を応用したマスク
用CD-SEMとマスク用DR-SEMを主力製品としています。
　今後、半導体関連機器、電子ビームおよびイオンビーム応
用装置に関わる事業における、製品開発、製造・生産、販売お
よび保守に関わる協力により両社のリソースを最大限利用
し、両社のより一層の企業価値向上を図ってまいります。

東京証券取引所市場第一部上場　証券コード：7745

ホームページのご案内

http:/ /www.aandd.co.jp/

■所 在 地 東京都豊島区東池袋三丁目23番14号
■設 立 昭和52年5月6日
■株 式 の 状 況  発行可能株式総数 40,000,000株

 発行済株式の総数 22,579,700株
 株　 　主 　　数 3,963名

 大株主の状況（上位10名）

■従 業 員 718名
■資 本 金 6,388,671,700円

 重要な子会社の状況
会　　社　　名 資　本　金 出資比率 主要な事業内容

研精工業株式会社 81,800千円 100.0％ 電子天秤及び
医療機器の製造

リ ト ラ 株 式 会 社 200,000千円 100.0％ インジケータ、ロードセル、
電子式台秤及び選別・仕分け機器の製造

株式会社オリエンテック 268,640千円 100.0％ 計測機器の製造

株式会社サム電子機械 330,000千円 100.0％ 各種試験装置の製造、販売

株式会社ベスト測器 20,000千円 100.0％ 環境計測機器の開発、
製造、販売

株 式 会 社 Ｍ Ｂ Ｓ 200,000千円 100.0％ 自動車計測に関するエンジニ
アリングサービスの提供

A&D ENGINEERING, INC. 200千米㌦ 100.0％ 当社製品の販売（米国）

愛安徳電子（深圳）有限公司 45,000千香港㌦ 100.0％ 電子血圧計及び
計量機器の製造

A&D RUS CO., LTD. 505,247千露㍔ 当社製品の販売（ロシア）

株　　　主　　　名 持 株 数 持株比率
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HSBC BANK PLC A/C MARATHON FUSION JAPAN PARTNERSHIP LP

ビービーエイチ フオー フイデリテイ ロー プライスド ストツク フアンド
（プリンシパル オール セクター サブポートフオリオ）

㈱デンソー

㈱埼玉りそな銀行

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）

上田八木短資㈱

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）

㈱足利銀行

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 6月下旬
株主確定基準日 3月31日

その他必要があるときは、予め公告いたします。
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、電子公告による

ことができない事故その他やむを得ない事由が生じ
たときは、日本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載URL　http://www.aandd.co.jp/

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

＜郵便物送付先・お問い合わせ先＞

証券会社に口座を
お持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先
お取引の証券会社に
なります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問い合わせ先 0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店 みずほ信託銀行　全国本支店
みずほ証券　全国本支店

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行及びみずほ銀行の全国本支店

ご注意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問い
合わせ先・お取扱店をご利
用ください。

単元未満の買取・買増以外の
株式売買はできません。

株主メモ

株式会社エー・アンド・デイ
〒170-0013 東京都豊島区東池袋三丁目23番14号
http://www.aandd.co.jp/

 会社概要 （平成30年9月30日現在）

　当社ホームページでは、IR情報や技術情報、
会社情報等充実した内容となっております。
　今後も株主の皆様に向けて当社の情報を
提供してまいりますので、どうぞご覧ください。

古川　哲
100.0％

　   2．持株比率は発行済株式総数から自己株式を控除して計算しております。

（注）1．当社は、提出会社名義の自己株式を1,755,885株保有しておりますが、上記大株主から
は除外しております。なお、自己株式には株式給付信託（BBT）の導入に際して設定した
資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式335,400株を含ん
でおりません。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

本冊子は環境保全のため、
ノンVOCインキで印刷しています。

株式会社ホロンの会社概要
商号 株式会社ホロン

設立年月日

上場市場名

資本金

事業内容

所在地 〒359-0011　埼玉県所沢市南永井1026-1

半導体回路の寸法測定および検査装置の開発、製造、販売、
保守サービス
692百万円（2018年3月末現在）

1985年5月

東京証券取引所JASDAQスタンダード市場
証券コード：7748

　従来の手書きや手入力によるマニュアル運用か
らITによって自動化することで、入力・転記ミスの
防止や入力作業の省力化、業務効率の向上につな
がります。当社の健診測定機器をはじめ他社製品
との接続もでき、最小の機器構成による簡単で廉
価なデータ収集システムの構築が可能です。
　導入いただいた大学の健診センターなどでは、
健康診断における測定部門の無人化、健診時間や
健診後のデータ処理時間の大幅短縮が実現され
ています。



財務ハイライト Financial highlights

株主の皆様へ To our shareholders

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに「第42期中間報告書」をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。
　当第2半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経済環境は、日本においては労働力不足問
題等による将来的な不透明感はあるものの、雇用・所得環境の改善傾向の継続により、企業収益と
設備投資が堅調に推移し、緩やかな回復が続きました。世界経済については、米国を中心に全体的
に堅調に推移したものの、米国トランプ政権の貿易政策等による影響により中国では景気の減速傾
向が見られました。また、欧州においては保守主義への懸念がある中でも、EU圏を中心に緩やかな
回復基調で推移しました。
　このような状況の中、当社グループは、新製品開発、新規市場の開拓に注力し、お客様や社会に
おける多様なニーズやその変化に対応してまいりました。また、引き続き成長分野に対する積極的
な開発投資を行うことで、他社との差別化を図ってまいりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、21,004百万円（前年同期比10.0％
増）、営業利益は349百万円（同10.7％増）、経常利益は401百万円（同11.1％増）、親会社株主に
帰属する四半期純利益は306百万円（同75.3％増）となりました。
　以上の好調な業績結果を踏まえ、株主の皆様への中間配当金は当初予定の１株当たり5円から、2円を上乗せし、7円に増配いたし
ます。
計測・計量機器事業　日本においては、株式会社ホロンを子会社化したこと等により半導体機器関連が、自動車業界における活発な
設備投資等を背景に計測・制御シミュレーションシステム（DSPシステム）が、それぞれ売上を大きく伸ばしました。計量機器では、工業
計測機器を中心に堅調に推移しました。また、研究開発費を含む販売費及び一般管理費を前年同期並みに抑えたことにより、利益は大
きく増加いたしました。米州においては、天秤や秤が前期並みに留まったものの、金属検出器・ウェイトチェッカや工業計測機器が寄与
し、計量機器全体の売上は前期に比べ微増となりました。DSPシステムでは、現地研究開発機関とのパートナーシップの強化等により
売上は堅調に推移しました。しかし、今後の販売拡大に費用を要したため、利益は減少しました。アジア・オセアニアについては、韓国で
試験機を中心に幅広い品目で売上が伸長しました。また、豪州では金属検出器・ウェイトチェッカの特需で売上を伸ばしました。
　この結果、計測・計量機器事業の売上高は13,077百万円（前年同期比15.7％増）、営業利益は669百万円（同263.8％増）となりま
した。
医療・健康機器事業　日本においては、医療機器では全自動血圧計の特需があったことから売上を伸ばした一方、看護用血圧計は需
要が一巡したため売上を落としました。健康機器では、前年同期にあった大口顧客向け特需が減少したため、売上を落としました。米州
においては、前連結会計年度にカナダで譲り受けた医療機器事業の売上が加算されたものの、米国で利益率の低い品目の売上が多
かったことから利益は減少しました。欧州においては、ロシアで売上を伸ばした一方、中国系企業の参入により血圧計市場の競争が激
化し、その対抗策として広告宣伝活動を積極的に行った結果、利益は減少しました。
　この結果、医療・健康機器事業の売上高は7,927百万円（前年同期比1.7％増）、営業利益は751百万円（同33.0％減）となりま
した。
　通期の業績予想につきましては、上期の好況が下期も継続すると見込まれることから、特に半導体機器関連、DSPシステムを中心に
最新の見通しを踏まえ、期初の計画から上方修正を行いました。そのため、通期連結業績見通しは、売上高49,300百万円（前期比
11.7%増）、営業利益3,300百万円（同38.7%増）、経常利益3,200百万円（同37.2%増）、親会社株主に帰属する当期純利益2,400
百万円（同31.3%増）を予定しております。

代表取締役
執行役員社長 森島　泰信

Consolidated financial data連結財務データ

〈第41期〉期末
平成30年3月31日現在

〈第42期〉第2四半期
平成30年4月1日から平成30年9月30日まで
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資産合計 資産合計
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■  財務状況 単位：百万円 ■ キャッシュ・フローの状況 単位：百万円

〈第42期〉第2四半期末
平成30年9月30日現在

〈第41期〉期末
平成30年3月31日現在
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平成30年9月30日現在
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〉〉〉健康機器 30.3 %
売上高

〉〉〉医療機器 7.4 %
売上高 単位：百万円

単位：百万円

〉〉〉DSP事業 11.1 % 売上高

〉〉〉半導体関連 5.1 %

 

〉〉〉計測機器 6.6 %
売上高

1,550 1,380

〉〉〉計量機器 39.5 %
売上高

計測・計量機器事業 62.3％医療・健康機器事業 37.7％

売上高

21,004
百万円

営業の概況 Result of business

国内での水銀製品廃止の代替え需要が
一巡し売上減。

海外子会社においてシェア維
持・拡大のための価格政策の
結果、２Ｑでは前年比で売上数
量及び金額は増加するも利益
率が低下。

株式会社ホロンの子会社化および半導体関連製品の好調
により、売上が大幅に伸長。

自動車関連のタイヤ試験機や力計測
システムを中心に好調で売上伸長。

金属検出機・ウェイトチェッカ
等の検査機器および工業計測
機器が順調に売上を伸長。

単位：百万円
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単位：百万円
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■ １株当たり純資産 単位：円 ■ １株当たり四半期（当期）純利益 単位：円 ■ 自己資本比率 単位：%

■ 連結経常利益 単位：百万円 ■ 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 単位：百万円
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1,566

単位：百万円売上高

大型試験機が苦戦し前期比で売上減少。

（第2四半期累計）

（第2四半期累計） （第2四半期累計）

（第2四半期累計）


